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合志市鳥獣被害防止計画

〈連絡先〉

担当部署　　　　　農政課
所在地　　　　　熊本県合志市竹迫2140番地

電話番号　　　　　096-248-1445

FAX番号　　　　　096-248-1196

メールアドレス　　　　　nousei@city.koshi.lg.jp
１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

	対象鳥獣
	カラス類、イノシシ（イノブタ含む）、ノイヌ

	計画期間
	平成２３年度～平成２５年度

	対象地域
	熊本県合志市


（注）イノシシ（イノブタ含む）以下「イノシシ」という。
２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（平成２１年度）

	鳥獣の種類
	被害の現状

	
	品　　目
	被害数値

	カラス類
	大豆
スイカ
トウモロコシ
	0.32ha　　　76千円
　　0.5ha 　2,588千円

　　　1ha 　　563千円

	イノシシ
	―
	―

	ノイヌ
	―
	―


※イノシシについては被害発生の報告はあるが、被害量は把握していない

※ノイヌについては過去に家畜への被害があり、H20、H21に被害は発生していないが、目撃情報があり、家畜・家禽への被害が懸念される。

（２）被害の傾向

	①カラス類：年間を通じて市内全域の圃場に出没しており、H21には播種後や収穫期のトウモロコシへの食害、タバコのマルチへの被害、夏季のスイカと大豆への食害が発生している。
②イノシシ：H20被害報告なし。H21、H22には黒石地区で市民から家庭菜園がイノシシに荒らされた旨の報告があり、話を伺うと数年に渡って継続して被害が発生している。H23 ３月に付近で１頭を捕獲。また、H22春に黒松地区で麦への被害が発生しており１頭を捕獲。同年夏にも福原南西部でカンショへの被害が報告されるなど、イノシシによる農作物被害は増加傾向にある。

③ノイヌ：H20、H21に被害は発生していないが、目撃情報があり、家畜・家禽への被害が懸念される。


（３）被害の軽減目標

	指標
	現状値（平成２１年度）
	目標値（平成２５年度）

	カラス類被害金額
	3,227千円
	2,258千円

	カラス類被害面積
	1.82ha
	1.27 ha

	イノシシ被害金額
	―
	―

	イノシシ被害面積
	―
	―

	ノイヌ被害金額
	―
	―

	ノイヌ被害面積
	―
	―


（４）従来講じてきた被害防止対策

	
	従来講じてきた被害防止対策
	課題

	捕獲等に関する取組
	カラス類：合志市有害鳥獣駆除隊を組織し年間の有害鳥獣捕獲業務を委託し、主に銃器による駆除を実施している。
イノシシ：合志市有害鳥獣駆除隊のワナ免許保持者に依頼し捕獲ワナを設置し対応している。

ノイヌ：熊本県菊池保健所・合志市環境衛生課と調整を図りながら捕獲用檻を設置し捕獲を実施している。
	カラス類・イノシシ：合志市有害鳥獣駆除隊の高齢化が進み、後継者の育成が急務である。広報や回覧を用いて捕獲の後継者、新規捕獲者募集の周知を図る。
ノイヌ：捕獲は被害地近隣に住宅があり猟銃を撃つことが困難であるため捕獲効率の良い捕獲用檻等を導入していく。畜舎の清掃をはじめとする衛生管理や、ヌレ子に対する防護柵の設置の推進など、自己防衛策の啓発を進めていく。


	防護柵の設置等に関する取組
	現時点ではイノシシに対する防護柵の設置の要望はない。
	ノイヌに関しては同上。イノシシ被害の拡大を想定し、被害の小さい今の内から農家にイノシシ被害への対策として防護柵の効果や費用等の周知を図る


（５）今後の取組方針

	現在、市が関与している主な有害鳥獣対策が猟友会に大きく依存している。猟友会の高齢化などを勘案し、以下のとおり取り組み方針を定める。
①より効率的な有害鳥獣駆除の方法の検討を行う
②広報や回覧を用いて捕獲の後継者、新規捕獲者の募集の周知を図る
③有害鳥獣からの被害防止策（防護柵の設置など）を取りまとめ、農家による自己防衛の方法を周知し、自己防衛意識の向上を図る


３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

	合志市有害鳥獣駆除隊２団体（狩猟およびワナ免許を所持する者で構成）に捕獲を委託し、被害報告により被害調査を実施し、捕獲が必要と認められる場合は市からの有害鳥獣捕獲許可を受け捕獲を実施する。


（２）その他捕獲に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	２３
	カラス類イノシシ
ノイヌ
	広報や回覧を用いて捕獲の後継者、新規捕獲者募集の周知を図り、狩猟免許及びワナ免許の取得を推進するとともに捕獲機材（箱ワナ等）の整備を進め、捕獲率の向上を目指す。

	２４
	カラス類　イノシシ
ノイヌ
	広報や回覧を用いて捕獲の後継者、新規捕獲者募集の周知を図り、狩猟免許及びワナ免許の取得を推進するとともに捕獲機材（箱ワナ等）の整備を進め、捕獲率の向上を目指す。

	２５
	カラス類　イノシシ
ノイヌ
	広報や回覧を用いて捕獲の後継者、新規捕獲者募集の周知を図り、狩猟免許及びワナ免許の取得を推進するとともに捕獲機材（箱ワナ等）の整備を進め、捕獲率の向上を目指す。


（３）対象鳥獣の捕獲計画
	捕獲計画数等の設定の考え方

	カラス類

（捕獲実績：平成２０年度２４０羽　２１年度４７１羽　２２年度３３６羽）
※２２年度実績は２３年３月９日現在

主にカラス類による農作物の食害が多く、また定植期の農作物を倒すなどの被害が見受けられている。捕獲数は例年横ばいではあるが、依然として多くの被害が確認されており、継続的に捕獲を実施する。捕獲計画数を５００羽とする。
②イノシシ
（捕獲実績：平成２０年度０頭　平成２１度年０頭　平成２２年度２頭）

※２２年度実績は２３年３月９日現在

平成１８年度に0.1haの被害が確認されており、平成２１、２２年度にも家庭菜園への被害が報告されており、H23 3月にこの付近で１頭を捕獲。また、平成２２年度にはそれぞれ0.1haの麦とカンショへの被害が報告されており、１頭を捕獲している。捕獲後にもイノシシ目撃の報告があり、今後とも被害の継続が懸念されるため捕獲計画数を年間５頭とする。
③ノイヌ

（捕獲実績：平成１９年度７頭　平成２０年度０頭　平成２１年度０頭）

ノイヌの目撃情報があり、過去に家畜が襲われている事実から、再び家畜への被害が懸念されるため引き続き捕獲を実施する。捕獲計画数を２０頭とする。


	対象鳥獣
	捕獲計画数等

	
	２３年度
	２４年度
	２５年度

	カラス類
	５００羽
	５００羽
	５００羽

	イノシシ
	５頭
	５頭
	５頭

	ノイヌ
	２０頭
	２０頭
	２０頭

	捕獲等の取組内容

	猟銃・箱ワナ・くくりワナによる通年捕獲。鳥獣による農作物被害防除のための鳥獣捕獲依頼を受け、合志市有害鳥獣駆除隊に捕獲許可証を交付し捕獲に従事してもらう。捕獲ワナに関しては現時点で駆除隊のワナ免許持ちの隊員がくくりワナを使用した捕獲を行うため、くくりワナにて捕獲を実施。依頼があれば合志市から箱ワナを貸し出す。捕獲場所は黒松、黒石地区を中心として計画。


（４）許可権限移譲事項

	対象地域
	対象鳥獣

	該当なし
	該当なし


４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項
（１）侵入防止柵の整備計画

	対象鳥獣
	整備内容

	
	２３年度
	２４年度
	２５年度

	イノシシ
ノイヌ
	イノシシやノイヌの侵入防止柵について、市民からの要望に応じ、設置を検討する。
	イノシシやノイヌの侵入防止柵について、市民からの要望に応じ、設置を検討する。
	イノシシやノイヌの侵入防止柵について、市民からの要望に応じ、設置を検討する。


（２）その他被害防止に関する取組

	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	２３年度
	イノシシ

カラス類ノイヌ
	広報・パンフレット配布により捕獲の担い手育成や自主防衛の意識の啓発を図る。また、廃棄野菜・誘引物の撤去指導などを行い、有害鳥獣を寄せ付けない環境づくりも推進する。

	２４年度
	イノシシ

カラス類
ノイヌ
	広報・パンフレット配布により捕獲の担い手育成や自主防衛の意識の啓発を図る。また、廃棄野菜・誘引物の撤去指導などを行い、有害鳥獣を寄せ付けない環境づくりも推進する。

	２５年度
	イノシシ

カラス類
ノイヌ
	広報・パンフレット配布により捕獲の担い手育成や自主防衛の意識の啓発を図る。また、廃棄野菜・誘引物の撤去指導などを行い、有害鳥獣を寄せ付けない環境づくりも推進する。


５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

	関係機関等の名称
	役　　割

	合志市総務課
	防災無線にて各地区へ周知及び各区長へ情報提供

	合志市学校教育課
	小中学校へ周知

	合志市子育て支援課
	各保育園へ周知

	大津警察署及び各派出所
	パトロール等依頼

	各幼稚園
	農政課から情報提供し、園児の送迎時等に注意を依頼

	合志市有害鳥獣駆除隊
	状況に応じ、対応を協議

	合志市農政課
	現地にて情報を収集した後、状況に応じ関係機関等へ連絡


（２）緊急時の連絡体制

[image: image1.emf]市民（通報者）

↓

農政課

総務課 学校教育課 子育て支援課 現地確認

大津警察署及び

各派出所

各幼稚園 合志市有害鳥獣駆除隊

[防災無線にて各地区へ

周知及び各区長へ情報

提供]

[小中学校へ周知] [各保育園へ周知]

[現地にて情報を収集後、

状況に応じて関係各課、

関係機関へ連絡]

[パトロール等依頼] [農政課から情報提供] [状況に応じ対応を協議]


６．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）被害防止対策協議会に関する事項
	被害防止対策協議会の名称
	合志市鳥獣被害防止対策協議会

	構成機関の名称
	役割

	合志市有害鳥獣駆除隊
	有害鳥獣捕獲の実施（銃器・ワナ）

	熊本県菊池地域振興局
	有害鳥獣関連情報及び被害防止技術の情報提供、その他必要な助言・指導を行う。

	熊本県鳥獣保護員
	有害鳥獣関連情報及び被害防止技術の情報提供、その他必要な助言・指導を行う。

	合志市農政課
	事務局として各機関の連絡調整を行う。


（２）関係機関に関する事項

	関係機関の名称
	役割

	菊池地域農業協同組合
	有害鳥獣関連の被害場所と規模に関する情報提供、啓発及び協力

	熊本県農業共済組合菊池支所
	有害鳥獣関連の被害場所と被害額に関する情報提供、啓発及び協力

	菊池森林組合
	山林所有者の植栽等の被害情報提供及び協力


（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

	鳥獣被害対策実施隊は設置せず、現行の体制で鳥獣被害防止計画を推進していく


（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項
	各集落に適した管理方法を関係機関の指導、助言を受けながら地域住民と検討し、住民自ら実施していけるように市が支援して進めていく


６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

	埋設処理及び焼却施設へ直接持ち込み焼却処理等適切な処理をする


７．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

	近隣市町・他協議会との情報交換を図りながら連携をとる。


８．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

	


